
令和７年度 ２１日 第１５号
（２０２５年度）

川島小学校だより 文責：小西 貴仁

５月２０日（火）、「地震発生（震度６強想定）の避難訓練」をしました。９時４０分、
校内放送を流しました。

内容は、①「訓練、訓練。南海トラフ地震と思われる地震が発生しました。ゆ
れはまだしばらく続くと思われます。児童のみなさんは、安全な姿勢をとってく
ださい。」そして、②「各自、自分で判断し安全を確保する。」、大きな揺れがお
さまって１分後、③「ゆれ（震度６強）が収まるまで姿勢を低くして、頭をも守
ってください。」さらに、④「揺れが収まり、避難経路の安全が確認できました。
安全に気を付けて校庭に避難してください。」の指示に従って、⑤「自分で判断
し、運動場に安全に避難する。」という、流れの訓練を行いました。

子どもたちは、それぞれに放送をよく聞き、自分の判断で机の下にもぐり頭を守る行動
をするなど、ぞれぞれに身の安全を守りました。その後、避難指示の放送に従って、各自
静かに第一次避難場所としての運動場に集合し、人数確認と第一次避難についての確認を
行いました。

《避難の際の注意事項》
①「まず低く、頭を守り、動かない。」、「かってに外に飛び出さない。」
②「おさない、はしらない、しゃべらない、もどらない」
③「静かに避難する。（運動場へ）」 について確認をしました。

＜みなさん、次のことも考えてみてください。＞
① もし、地震による洪水のおそれがあれば、どこに避難しますか？（第二次避難場
所としての校舎２階教室へ避難する。）

② 今回は校内放送を使うことができましたが、もし、「停電により放送が使えなか
ったり」、「運動場に避難ができなかったり」と、いろいろな状況を自分でも想定
し、安全に行動できるように考えてみましょう。

今回の避難訓練を通して、「自分の命は自分で守るために、どのように行
動するべきか」について、日頃から考えておくことが大切ですね。

【机の下で頭を守っている】 【頭を守りながら避難している】 【あわてずに避難している】

５月


